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サモアでの歯科活動は、これまでむし歯予防のためのフッ化物洗口と歯周病治療を行っていま

す。それらについて紹介させて頂きます。 

1.​フッ化物洗口プログラムの実施 
 
フッ化物洗口は、むし歯予防を目的に一定の濃度のフッ化ナトリウムを含む溶液で1分間ぶくぶ

くうがいをする方法です。 
 
むし歯は、歯の表面に付着している歯垢に含まれるむし歯菌が、取り込んだ砂糖を基に酸を産

生し、それが歯の表面を溶かすことによって生じます。フッ化物洗口をすることにより、フッ素が歯
の最表層に取り込まれ、歯の耐酸性が向上しむし歯になりにくくなります。フッ化物洗口を行なっ
ていればまずむし歯はできません。 

 
フッ化物洗口は日本でも少しずつ保育園、幼稚園および小学校で普及してきていますが、実施

されている数はまだ少ないです。お子さんが学校でフッ化物洗口を受けていなければ、ぜひ家庭
でされると良いと思います。かかりつけ歯科医院で相談されてください。 
 
サモアでは、2013年からフッ化物洗口の取り組みを開始しました。まずは現状把握のために、

サイピピ小学校の児童を対象に、むし歯の検査をしました。 
 

 

図1. サモアと日本の子どもの各学年の一人当たりのむし歯の数 

 
図1は、小学校1年生から8年生（日本の中学2年）までの各学年の一人当たりのむし歯の数を

表しています。SAMOA 2013はフッ素洗口開始前の初回検査の結果です。JAPAN 2011は2011
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年の歯科疾患実態調査での全国平均、urasaki2012は浦崎歯科医院で定期的に来院し、予防処
置を受けている子どもの平均を表しています。この結果を見ると、明らかに日本よりサモアの生徒
の一人当たり平均のむし歯の数が多いことがわかりますし、フッ素洗口等の予防処置を受けてい
る生徒のむし歯の数は少ないこともわかります。 

 
このデータを見せながら、サモアの歯科医師や先生に子どもたちのむし歯の状況やフッ素洗口

による予防効果を説明し、学校でのフッ素洗口の実施について同意いただき、2013年にフッ素洗
口プログラムを開始しました。 
 

 

歯磨き指導を受けるサイピピ小学校の子どもたち 

 

フッ化物洗口リーダーの上級生の子どもたち 

 

2 
 



 
 

 

学校でのフッ化物洗口を実施する様子 

 
　フッ化ナトリウムや必要な器具はすべて日本からサモアに持ち込み、学校で先生に溶液の作り
方や洗口の仕方などを説明しました。その後、先生の指導のもと、上級生4人のリーダーたちが溶
液作成から教室でのフッ化物洗口までを行うようになりました。一度教えるとすぐに覚え、次に学
校を訪れたときは、私が驚くほど完璧に実施していました。 
 
　学校では、夏休み等は除き、毎週1回フッ素洗口が確実に行われました。そして6年後、子どもた
ちのむし歯数を再度調査した結果、驚くべき結果がでました。 
 

 

図2. フッ化物洗口実施前後のサモアの子ども一人当たりのむし歯の数の比較 

 
 
2013年の開始時、全校生徒147名（検査当日出席者数）のうちむし歯がゼロの生徒はたった35
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％でした。しかし、2019年に再度調査をすると、むし歯ゼロの生徒は83%にものぼりました。今で
は、日本のフッ素洗口を行なっていない小学校よりも、サモアのサイピピ小学校のほうがむし歯が
ゼロの生徒の割合はもしかすると多いかもしれません。 

 
この結果により、サモア人歯科医師や学校の先生方からは、フッ化物洗口によるむし歯予防の

効果の高さにとても関心を持ってくれました。 
 
今後は、サモア人歯科医師と共にフッ化物洗口を実施する対象地域を拡大し、サモア人歯科医

師たちをサポートしながら、活動拠点であるサバイイ島の全小学校でのフッ化物洗口の実施を目
標に、活動を続けて参ります。 
 

2.​歯周病治療への支援 
 
歯科疾患の多くはむし歯と歯周病です。フッ化物洗口でむし歯が少なくなっても、歯ブラシがう

まくできていないと歯周病になってしまいます。 
 
歯周病は、近年、糖尿病や心臓病といった全身の病気との関連性があることが分かっていま

す。サモアでは、とくに糖尿病の増加が社会問題となっており、歯周病は糖尿病の合併症のひと
つに数えられています。したがって、歯周病の予防や治療が普及することで、サモアの人々の健
康を守ることができると考えられます。 

 
また、サモアは子供の出生数が５人前後と大変多産な国です。歯周病は、早産や低体重児出

産との関連性も指摘されており、歯周病の治療が広まることで、それらのリスクを低下させること
ができ、よりすこやかな子供の成長が望めるようになります。 
 
サモアでは、歯科医師不足もあり、残念ながら歯周治療に手が回らないのが現状です。そこ

で、ルマナイサモアではむし歯予防のプログラムと並行して、サモア人歯科医師の歯周病治療の
サポートをサバイイ島にあるツアシビ病院で始めており、サモアで歯周治療をぜひ普及させたいと
考えています。 
 

 

歯周病の検査を行うサモア人歯科医師 
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　むし歯と歯周病は共に予防可能な疾患ですので、ぜひ「予防」をサモアに根付かせたいと考えて
います。とくに、人口当たりの歯科医師数が日本に比べ極端に少ないサモアでは、予防が必須で
あると考えています。 
 
　今後は、サモア人歯科医師と共に調査を進めつつ、適切な歯周病の治療方法を模索し、その方
法を確立していければと考えています。将来的には、サモア全土の医師の方々と情報共有しなが
ら、サモアの人々の全身の健康に寄与できるような活動ができればと考えています。 
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